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安全に関する注意

東芝のエレベーター・エスカレーターについてのお問い合わせ窓口

東芝エレベータ株式会社

その他、全国の情報センター・営業所・サービスステーションが
皆様のエレベーター・エスカレーターの快適な運転をバックアップします
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Real Time Scheduling System
リアルタイム割当制御機能（RTS）で

これから起こりうる未来の運行状況を予測し

最適なエレベーターをお届けします。

リアルタイム割当制御機能（RTS）は、GA-2000、FLOORNAVIに搭載されています。

DCS：のりば行先階登録システム（Destination Control System）の略称です。

東芝エレベーター群管理システム

東芝エレベーターのりば行先階登録システム

リアルタイム割当制御機能（RTS）

制御台数

機能

3～8台 3～6台

ピーク対応機能（分割運転機能）

エキスパートシステム機能

高感度割当機能（ファジィ制御）

学習機能

最新技術を結集したリアルタイム割当制御機能
（RTS）を搭載。省電力割当機能（有償付加仕様）

をはじめ環境にも配慮した、最大8台まで対応可
能な大・中規模ビル向け群管理システムです。　

最大6台まで対応できる中・小規模ビル向け群
管理システムです。特定階などへの優先サービス
機能やピーク対応機能など上位機種の思想を
引き継いだ多彩な仕様でお応えします。

リアルタイム割当制御機能（RTS）

制御台数

機能

3～8台

学習機能

エキスパートシステム機能

フルDCSシステム
建 物の全フロアに「のりば行 先 階 登 録 装 置」
を設置します。のりばで行先階を登録すると、
どのエレベーターに乗ればよいかを案内し、そ
のまま行先階にお連れします。

特定階のみ「のりば行先階登録装置」を設置
し、その他の階はのりばボタンを設置します。
DCSシステムと通常の群管理システムを組み
合わせたシステムです。

ハイブリッドDCSシステム

エ レ ベ ー タ ー が 建 物 の「 今 」を 分 析 し

こ れ か ら 起 こ る「 未 来 の 運 行 状 況 」を 予 測 し

最 適 な エ レ ベ ー タ ー を お 届 け し ま す 。

＜GAシリーズ GA-2000/GA-200＞

GA-2000 GA-200

＜フロアナビ＞
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最適なエレベーターの運行管理を行うためには、建物内でのエレベーターの動きをリアルタイムに解析し、
今後起こりうる状況を予測しながら制御していくことが必要です。東芝はエレベーターの的確な制御を行う
ため「リアルタイム割当制御機能(RTS)」を開発しGA-2000、FLOORNAVIへ搭載しました。

リアルタイム割当制御機能（RTS）の制御イメージ (GA-2000の場合）

エレベーターを最適に運行管理するためには、エレベーターの稼動率、混雑度等に合わせた制御が必要になり
ます。状況に合わせた制御方法を、エレベーターの専門家があらかじめルール化。現在の稼動状況と照らし合わ
せ、常に最適な制御を実現していきます。

専門家のノウハウを惜しみなく使った「エキスパートシステム機能」

②リアルタイムに運行状況を予測

①エレベーター
　ホールで
　呼びボタンを
　押す

③選択されたエレベーターが
エレベーターホールに到着

②リアルタイム割当制御機能（RTS）が、
　今後の運行スケジュールを
　予測しながら
　最適なエレベーターを選択

①
リアルタイムに
運行情報を収集

③
リアルタイムに
エレベーター
全体の運行
管理を行う

予測モデル
データ①

③
④

⑤

②

エレベーター制御部
（リアルタイム割当制御機能（RTS））

エレベーターホールで呼びボタンを
押した場合の、エレベーターが到着
するまでの制御イメージ

エレベーター全体の運行管理の
制御イメージ

リアルタイムに変わっていくエレベーターの運行状況を解析し、この先どこでエレベーターが呼ばれるかなどの
未来予測を行い、運行スケジュールを計算します。予測された計算結果をもとに、運行サービスをリアルタイムに
評価して、各階にエレベーターを割り当てる、最新の群管理制御システムです。

リアルタイム割当制御機能（RTS）（GA-2000、FLOORNAVI）

（GA-200）

GA-2000ならリアルタイム割当制御機能（RTS）により
最大待ち時間 39％　平均待ち時間 6％
従来システムと比べて減少しました

「高感度割当機能」は、ファジィ制御を応用し、エレベーターホールで呼びボタンを押すと、どのエレベーターが
快適に速く利用者を移動させることができるかを瞬時に考えます。

ファジィ制御を応用した「高感度割当機能」

（イメージ）

建物環境の今を見つめ、未来を予測する
最新のハイスペック 
エレベーター群管理システム

リアルタイムに運行情報を分析し今後
起こりうる運行状況を予測しエレベー
ター全体の運行管理を行う

従来システム

79.0秒

48.0秒

従来システム

15.7秒
14.7秒

GA-2000 GA-2000

測定条件：
乗用24人乗り150m/min 16階停止 4台のエレベーターに1時間あたり900人の利用者を見込んだ場合。

「GA-2000」と従来システム「EJ-1000FN」を弊社シミュレーターにて測定した結果を比較しています。

39％
減少

6％
減少

（イメージ）

平均待ち時間最大待ち時間
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リアルタイム割当制御機能（RTS）が建物内の動きをリアルタイムに解析し、省電力割当機能が
待ち時間を考慮しながら交通需要に関係なく、消費電力を抑えた最適な運行スケジュールを
選択します。

GA-2000なら省エネルギー運転の新機能
「省電力割当機能」で
さらに消費電力を抑えた運行が可能

「省電力割当機能」は、リアルタイム割当制御機能（RTS）が予測した運行状況の中から、エレベーターの稼働台数を抑えた
運行スケジュールを選択し、常時消費電力を抑えた運行をします。平常時であれば通常運転と比べ約15％、閑散時であれ
ば通常運転と比べ約27％の省エネルギーとなります。（弊社シミュレーターによる比較）

測定条件：
乗用24人乗り150m/min 16階停止 4台のエレベーターを「通常運
転」「省電力運転」「省電力割当機能」の条件で弊社シミュレーター
を使用し、それぞれ「閑散時」「平常時」「混雑時」を想定し、平均値
を評 価しました 。通 常 運 転 時の消 費 電 力 量を1 0 0 ％とした場 合の
省エネ効果です。

建物内のエレベーターの交通需要を判断し、エレベーターを動かす台数を減らして、消費電力を抑えます。

省電力運転（GA-2000　　　　、FLOORNAVI　　　　、GA-200　　　    ）有償付加仕様

省電力割当機能（GA-2000　　　　）有償付加仕様

省電力割当機能および省電力運転の場合は、通常運転時と比べ待ち時間が増加することがあります。
（  ）内の英数字は、仕様一覧表（P.7～10）の各機能の記号・番号となります。

閑散時の消費電力

通常運転 省電力運転 省電力割当機能

27％
削減

平常時の消費電力

通常運転 省電力運転 省電力割当機能

混雑時の消費電力

通常運転 省電力運転 省電力割当機能

（イメージ）

27％
削減

15％
削減

15％
削減8％

削減

5％
削減

2％
削減

有償付加仕様

有償付加仕様

有償付加仕様

有償付加仕様

（GA-2000・GA-200の場合）

基 本 仕 様 基 本 仕 様

建物の用途に応える、便利な機能を集めました。

事 務 所 ビル

出勤時には全てのエレベーターを出発基準階へ戻し、出発間隔制御を行います。
■出勤時運転 （U04）

●「出勤時分割運転」「昼食時分割運転」は、6台以上の群管理を行った場合の有償付加仕様です。

退勤時には高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り方向の乗客へのサービスを
強化します。

■退勤時運転 （U11）

出勤時にエレベーター群を高層行きと低層行きに分割し、輸送力をさらに強化する機能です。
■出勤時分割運転　　　　　 （U06） 

昼食時にエレベーター群を高層行きと低層行きに分割し、輸送力をさらに強化する機能です。
■昼食時分割運転　　　　　 （U10）  

ホテルなどの宿泊施設

乗り合わせ人数の少ないエレベーターを割り当てます。
■快適度向上運転 （U01）

チェックイン時間帯には、フロント階にエレベーターを配置し、戸開待機させます。
■チェックイン・サービス （U12）

チェックアウト時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り方向の乗客
へのサービスを強化します。

■チェックアウト・サービス （U13）

ロビー階で待機するエレベーターの内1台を戸開待機させます。
■ロビー階戸開待機　　　　　 （U25） 

宴会場等で一時的に集中する交通需要に対応する機能です。
■宴会場サービス　　　　　 （U23）

マンションなどの共同住宅

■おでかけサービス （U14）
朝おでかけの時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り方向の乗客
へのサービスを強化します。

夕刻のお帰りの時間帯には、出発階にエレベーターを配置し、戸開待機させます。
■おかえりサービス （U15）

病院などの医療施設

病院も朝は職員の登院で混雑することがしばしばあります。事務所ビル同様、上りの交通
需要に対応します。

■モーニングピーク運転 （U16）

面会時間が夕方に設定されている場合に発生する交通需要に対応します。
■イブニングピーク運転 （U17）
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仕様内　　　容群管理運転機能 事務所
ビル

ホテル
宿泊施設

マンション
共同住宅

病院
医療施設
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◎

◎
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◎

△

△

△
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●
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●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

内　　　容 事務所
ビル

ホテル
宿泊施設

GA-2000用途別おすすめ仕様
仕様 マンション

共同住宅
病院
医療施設

群管理制御機能

学習機能

エキスパートシステム機能

故障エレベーター切離し

システムバックアップ

分散待機

指定階分散待機

到着予報表示

サービス予約表示

ドアリオープン機能

非常用エレベーター連動運転（１台）

非常用エレベーター連動運転（２台）

オートアナウンス機能

快適度向上運転

省電力運転

省電力割当機能

出勤時運転

出勤時先発号機戸閉ボタン有効

出勤時分割運転※

出勤時次発表示

G01

G03

G04

G05

G06

G07

G08

G09

G10

G11

G12

G13

G14

G15

G16

U01

U02

U03

U04

U05

U06

U07

エレベーターの動きをリアルタイムに解析し、今後のエレベーターの運行状況を
予測し、常に最適な制御を行います。

建物内の交通需要を記憶し、優先サービス階や分散待機の待機階床、戸開放時間
などを自動的に設定します。

専門家の知識や経験などをルール化し、現在のエレベーターの稼動状況と照らし
合わせ、常に最適な制御を実現します。

故障したエレベーターを自動的に群管理から切り離し、残りのエレベーターで群管理
を続行します。

群管理システムの制御回路が故障した場合のバックアップ機能です。

需要の多いゾーンや階へ適正に分散待機させる機能です。

分散待機を行う階をあらかじめ指定できます。

エレベーターが到着する４～５秒前にホールランタンが点滅を開始し、チャイムが
２打鳴ります。

のりばボタンを押すと、サービスするエレベーターのホールランタンが点灯し、
チャイムが１打鳴ります。

戸閉中のエレベーターのドアを、のりばボタンにより反転戸開することができます。

車いす兼用エレベーターは、車いす呼び応答中でも単独運転はせず、群管理で
運転ができます。

建物計画に合わせた車いす兼用エレベーターは、車いす呼び応答中でも単独運転
はせず、群管理で運転ができます。

通常時は1台の非常用エレベーターを含めた群管理で効率的な運転ができます。

通常時は2台の非常用エレベーターを含めた群管理で効率的な運転ができます。

方向案内や階床案内のほかに、戸閉案内、管制案内など、音声で親切にアナウンス
します。

乗り合わせ人数の少ないエレベーターを割り当てます。

エレベーターの需要を判断し、エレベーターを動かす台数を減らして、消費電力を
抑えます。

RTS制御により、消費電力を抑えた最適なエレベーターの運行スケジュールを
選択し、常時消費電力を抑えた運行をします。

出勤時には全てのエレベーターを出発基準階へ戻し、出発間隔制御を行います。

出勤時運転時に戸閉ボタンを押せば直ちに出発するようになります。

出勤時にエレベーター群を高層行きと低層行きに分割し、輸送力をさらに強化
する機能です。

出勤時の出発階では次発号機のランタンを点灯させて、次に先発となる号機である
ことを乗客に知らせます。

車いす兼用エレベーター連動運転
（１台もしくは全台）

リアルタイム割当制御機能（RTS）

車いす兼用エレベーター連動運転
（任意で台数を選べます）

△

△

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

△

△

　

　

　

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

内　　　容
GA-2000用途別おすすめ仕様

仕様群管理運転機能

出勤時基準階上り呼び自動登録

昼食時運転

昼食時分割運転※

退勤時運転

チェックイン・サービス

チェックアウト・サービス

おでかけサービス

おかえりサービス

モーニングピーク運転

イブニングピーク運転

専用運転

出発基準階切換サービス

VIPサービス

特定階集中運転

特別階優先サービス

宴会場サービス

エクゼクティブフロア優先サービス

ロビー階戸開待機

U08

U09

U10

U11

U12

U13

U14

U15

U16

U17

U18

U19

U20

U21

U22

U23

U24

U25

出勤時の出発階では自動で上り呼びを登録します。乗客の操作なしでエレベー
ターを呼び戻せます。

昼食時、食堂階へのサービスを強化する機能です。

昼食時にエレベーター群を高層行きと低層行きに分割し、輸送力をさらに強化
する機能です。

退勤時には高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り方向の乗客への
サービスを強化します。

チェックイン時間帯には、フロント階にエレベーターを配置し、戸開待機させます。

チェックアウト時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り
方向の乗客へのサービスを強化します。

朝おでかけの時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り
方向の乗客へのサービスを強化します。

夕刻のお帰りの時間帯には、出発階にエレベーターを配置し、戸開待機させます。

病院も朝は職員の登院で混雑することがしばしばあります。事務所ビル同様
上りの交通需要に対応します。

面会時間が夕方に設定されている場合に発生する交通需要に対応します。

群管理から切り離し、専用運転にする機能です。

時間帯やスイッチにより、出発基準階を全台一括して切り換える機能です。

VIP専用のりばボタンにより、特定の１台を群管理から切り離し、単独運転する機能
です。

特定階で一時的に集中する交通需要に対応する機能です。

役員階等の特別な階を優先してサービスする機能です。

宴会場等で一時的に集中する交通需要に対応する機能です。

エクゼクティブフロア等の特別な階を優先してサービスする機能です。

ロビー階で待機するエレベーターの内１台を戸開待機させます。

事務所
ビル

ホテル
宿泊施設

マンション
共同住宅

病院
医療施設

◎ 基 本 仕 様 △ 有償付加仕様 ◎ 基 本 仕 様 △ 有償付加仕様

※「出勤時分割運転」「昼食時分割運転」は6台以上の群管理を行った場合の有償付加仕様です。

GA-2000仕様一覧表

●仕様の詳細、組み合わせについては弊社までお問い合わせください。
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仕様内　　　容群管理運転機能 事務所
ビル

ホテル
宿泊施設

マンション
共同住宅

病院
医療施設
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△

△
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△
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●
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内　　　容
GA-200用途別おすすめ仕様

仕様群管理制御機能

高感度割当機能（ファジィ制御）

エキスパートシステム機能

故障エレベーター切離し

システムバックアップ

分散待機

指定階分散待機

到着予報表示

ドアリオープン機能

非常用エレベーター連動運転（１台）

非常用エレベーター連動運転（２台）

オートアナウンス機能

インジケータ対策

快適度向上運転

省電力運転

出勤時運転

出勤時先発号機戸閉ボタン有効

出勤時分割運転※

出勤時次発表示

出勤時基準階上り呼び自動登録

昼食時運転

G02

G04

G05

G06

G07

G08

G09

G11

G12

G13

G14

G15

G16

G17

U01

U02

U04

U05

U06

U07

U08

U09

ファジィ理論を応用して、運行管理を予測、判断。高感度な割当てで待時間を短縮
します。

専門家の知識や経験などをルール化し、現在のエレベーターの稼動状況と照らし
合わせ、常に最適な制御を実現します。

故障したエレベーターを自動的に群管理から切り離し、残りのエレベーターで群管理
を続行します。

群管理システムの制御回路が故障した場合のバックアップ機能です。

需要の多いゾーンや階へ適正に分散待機させる機能です。

分散待機を行う階をあらかじめ指定できます。

エレベーターが到着する４～５秒前にホールランタンが点滅を開始し、チャイムが
２打鳴ります。

戸閉中のエレベーターのドアを、のりばボタンにより反転戸開することができます。

車いす兼用エレベーターは、車いす呼び応答中でも単独運転はせず、群管理で
運転ができます。

建物計画に合わせた車いす兼用エレベーターは、車いす呼び応答中でも単独運転
はせず、群管理で運転ができます。

通常時は1台の非常用エレベーターを含めた群管理で効率的な運転ができます。

通常時は2台の非常用エレベーターを含めた群管理で効率的な運転ができます。

方向案内や階床案内のほかに、戸閉案内、管制案内など、音声で親切にアナウンス
します。

階床表示（インジケータ）があるエレベーターの場合、エレベーターが通過しない
ように割り当てます。

乗り合わせ人数の少ないエレベーターを割り当てます。

エレベーターの需要を判断し、エレベーターを動かす台数を減らして、消費電力を
抑えます。

出勤時には全てのエレベーターを出発基準階へ戻し、出発間隔制御を行います。

出勤時運転時に戸閉ボタンを押せば直ちに出発するようになります。

出勤時にエレベーター群を高層行きと低層行きに分割し、輸送力をさらに強化
する機能です。

出勤時の出発階では次発号機のランタンを点灯させて、次に先発となる号機である
ことを乗客に知らせます。

車いす兼用エレベーター連動運転
（１台もしくは全台）

車いす兼用エレベーター連動運転
（任意で台数を選べます）

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

△

△

△

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

内　　　容
GA-200用途別おすすめ仕様

仕様群管理運転機能

昼食時分割運転※

退勤時運転

チェックイン・サービス

チェックアウト・サービス

おでかけサービス

おかえりサービス

モーニングピーク運転

イブニングピーク運転

専用運転

出発基準階切換サービス

VIPサービス

特定階集中運転

特別階優先サービス

宴会場サービス

エクゼクティブフロア優先サービス

ロビー階戸開待機

U10

U11

U12

U13

U14

U15

U16

U17

U18

U19

U20

U21

U22

U23

U24

U25

出勤時の出発階では自動で上り呼びを登録します。乗客の操作なしでエレベー
ターを呼び戻せます。

昼食時、食堂階へのサービスを強化する機能です。

昼食時にエレベーター群を高層行きと低層行きに分割し、輸送力をさらに強化
する機能です。

退勤時には高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り方向の乗客への
サービスを強化します。

チェックイン時間帯には、フロント階にエレベーターを配置し、戸開待機させます。

チェックアウト時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り
方向の乗客へのサービスを強化します。

朝おでかけの時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り
方向の乗客へのサービスを強化します。

夕刻のお帰りの時間帯には、出発階にエレベーターを配置し、戸開待機させます。

病院も朝は職員の登院で混雑することがしばしばあります。事務所ビル同様
上りの交通需要に対応します。

面会時間が夕方に設定されている場合に発生する交通需要に対応します。

群管理から切り離し、専用運転にする機能です。

時間帯やスイッチにより、出発基準階を全台一括して切り換える機能です。

VIP専用のりばボタンにより、特定の１台を群管理から切り離し、単独運転する機能
です。

特定階で一時的に集中する交通需要に対応する機能です。

役員階等の特別な階を優先してサービスする機能です。

エクゼクティブフロア等の特別な階を優先してサービスする機能です。

ロビー階で待機するエレベーターの内１台を戸開待機させます。

宴会場等で一時的に集中する交通需要に対応する機能です。

事務所
ビル

ホテル
宿泊施設

マンション
共同住宅

病院
医療施設

事務所
ビル

ホテル
宿泊施設

マンション
共同住宅

病院
医療施設

●仕様の詳細、組み合わせについては弊社までお問い合わせください。

※「出勤時分割運転」「昼食時分割運転」は6台以上の群管理を行った場合の有償付加仕様です。

◎ 基 本 仕 様 △ 有償付加仕様 ◎ 基 本 仕 様 △ 有償付加仕様GA-200仕様一覧表
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のりばに設置された行先階登録装置に直接行先階を登録するだけで、
どのエレベーターに乗ればよいかを案内し、そのまま登録した行先階までお連れします。
DCS : のりば行先階登録システム（Destination Control System）の略称です。 

のりばに設置された行先階登録装置に直接行先階を登録するだけで、
どのエレベーターに乗ればよいかを案内し、そのまま登録した行先階までお連れします。
DCS : のりば行先階登録システム（Destination Control System）の略称です。 

のりば行先階登録システム（DCS）のりば行先階登録システム（DCS）
FLOORNAVI （フロアナビ）FLOORNAVI （フロアナビ）

FLOORNAVIのメリットFLOORNAVIのメリット

FLOORNAVIの使い方FLOORNAVIの使い方

混み合う時間帯の行列を大幅に削減混み合う時間帯の行列を大幅に削減 乗車後のボタン操作不要乗車後のボタン操作不要

1回の操作で、案内表示に従いエレベーターに乗れば、目的階までそのまま移動できます。1回の操作で、案内表示に従いエレベーターに乗れば、目的階までそのまま移動できます。

朝の出勤時など、エレベーターの待ち時間を大幅に削減し、
利用者のストレスを軽減します。

乗車前に行先階指定を行うので、乗車後の入力が不要。満員
時の入力の煩わしさを解消し、スムーズな乗車を実現します。

登録された行先階情報をもとに群管理システムが最適な運行スケジュールを決定

導入前

行先階の異なる人が一台の
エレベーターに同乗するの
で停止階が多くなり、移動に
時間がかかる上、待ち時間
も長くなります。

建物の全フロアに「のりば行先階登録装置」を
設置します。のりばで行先階を登録すると、どの
エレベーターに乗ればよいかを案内し、そのまま
行先階にお連れします。

すべての階で「のりば行先階登録装置」に行先階を
登録し、案内に従ってエレベーターに乗車します。

一般階では、「のりばボタン」に行きたい方向を登録
し、かご内で行先階を登録します。

導入後

FLOORNAVIの利用手順

登録された行先階情報か
ら、高度なアルゴリズム計算
を用いて行先階をまとめ、
効率的に案内する運行スケ
ジュールを算出。快適な移動
を実現します。

待ち時間&移動時間

大幅短縮！

フルDCSシステム
特定階のみ「のりば行先階登録装置」を設置
し、一般階はのりばボタンを設置します。DCS
システムと通常の群管理システムを組み合わ
せたシステムです。

ハイブリッドDCSシステム

選べる２つのDCSシステム

STEP

「のりば行先階登録装置」で
行先階を登録。表示される
乗車号機を確認。

1 STEP

表示された乗車号機へ移動。

2 STEP

エレベーターに乗車。ボタン
操作が不要なので混雑時も
スムーズな乗車が可能。

3
B

A B

A

セキュリティゲートの案内表示
に表示される乗車号機に従っ
て、表示されたエレベーター
に乗車し、目的階へそのまま
移動が可能。

ハイブリッドDCSで一般階から乗車した場合を除く。
セキュリティゲートとの連動については連動するメーカーや機種などの制約がありますので、弊社までお問い合わせください。

（ハイブリッドDCSで一般階から乗車した場合を除く。）

FLOORNAVI操作盤FLOORNAVI操作盤（のりば行先階登録装置）
カードリーダー対応タイプ

のりば行先階登録装置からのりばまでの最大距離は、18mとなります。 対応できるカードリーダーについては、弊社までお問い合わせください。

液晶操作盤テンキー付液晶操作盤テンキー付液晶操作盤 液晶操作盤

かご内／のりば行先階インジケータかご内／のりば行先階インジケータ
のりばインジケータ

出入口柱埋込タイプ

幕板埋込タイプ

かご内インジケータ

セキュリティゲートとの
連動も可能です。

乗降ロビーは、ピーク時でも利用者があふれないように広さを持つことが必要です。余裕を持って計画してください。

（イメージ）

C

A
B

C

D E
F

A
B

C

D E
F
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内　　　容群管理運転機能

内　　　容 フルDCS仕様 ハイブリッド
DCS仕様

フルDCS仕様 ハイブリッド
DCS仕様

フルDCS仕様 ハイブリッド
DCS仕様群管理制御機能

学習機能

エキスパートシステム機能

故障エレベーター切離し

システムバックアップ

分散待機

指定階分散待機

到着予報表示

サービス予約表示

ドアリオープン機能

非常用エレベーター連動運転（１台）

非常用エレベーター連動運転（２台）

オートアナウンス機能

省電力運転

出勤時運転※3

昼食時運転※3

退勤時運転

チェックアウト・サービス

おでかけサービス

モーニングピーク運転

G01

G03

G04

G05

G06

G07

G08

G09

G10

G11

G12

G13

G14

G15

G16

U02

U04

U09

U11

U13

U14

U16

エレベーターの動きをリアルタイムに解析し、今後のエレベーターの運行状況を予
測し、常に最適な制御を行います。

建物内の交通需要を記憶し、優先サービス階や分散待機の待機階床、戸開放時間
などを自動的に設定します。

専門家の知識や経験などをルール化し、現在のエレベーターの稼動状況と照らし
合わせ、常に最適な制御を実現します。

故障したエレベーターを自動的に群管理から切り離し、残りのエレベーターで群管理
を続行します。

システムの制御回路が故障した時のバックアップ機能です。

需要の多いゾーンや階へ適正に分散待機させる機能です。

分散待機を行う階をあらかじめ指定できます。

エレベーターが到着する４～５秒前にホールランタンが点滅を開始し、チャイムが
２打鳴ります。

のりばボタンを押すと、サービスするエレベーターのホールランタンが点灯し、チャ
イムが１打鳴ります。

戸閉中のエレベーターのドアを、のりばボタンにより反転戸開することができます。

車いす兼用エレベーターは、車いす呼び応答中でも単独運転はせず、群管理で運
転ができます。

建物計画に合わせた車いす兼用エレベーターは、車いす呼び応答中でも単独運転
はせず、群管理で運転ができます。

通常時は1台の非常用エレベーターを含めた群管理で効率的な運転ができます。

通常時は2台の非常用エレベーターを含めた群管理で効率的な運転ができます。

方向案内や階床案内のほかに、戸閉案内、管制案内など、音声で親切にアナウンス
します。

エレベーターの需要を判断し、エレベーターを動かす台数を減らして、消費電力を
抑えます。

出勤時には全てのエレベーターを出発基準階へ戻し、出発間隔制御を行います。

車いす兼用エレベーター連動運転
（１台もしくは全台）

リアルタイム割当制御機能（RTS）

車いす兼用エレベーター連動運転
（任意で台数を選べます）

内　　　容群管理運転機能

イブニングピーク運転

専用運転

VIPサービス

特定階集中運転

特別階優先サービス

宴会場サービス

エクゼクティブフロア優先サービス

U17

U18

U20

U21

U22

U23

U24

U30

昼食時、食堂階へのサービスを強化する機能です。

退勤時には高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り方向の乗客への
サービスを強化します。

チェックアウト時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り
方向の乗客へのサービスを強化します。

朝おでかけの時間帯には、高層階へのエレベーターの待機台数を増加させ、下り
方向の乗客へのサービスを強化します。

病院も朝は職員の登院で混雑することがしばしば発生します。事務所ビル同様上
りの交通需要に対応します。

面会時間が夕方に設定されている場合に発生する交通需要に対応します。

群管理から切り離し、専用運転にする機能です。

VIP専用のりばボタンにより、特定の１台を群管理から切り離し、単独運転する機能
です。

特定階で一時的に集中する交通需要に対応する機能です。

役員階等の特別な階を優先してサービスする機能です。

宴会場等で一時的に集中する交通需要に対応する機能です。

エクゼクティブフロア等の特別な階を優先してサービスする機能です。

●仕様の詳細、組み合わせについては弊社までお問い合わせください。

※1  のりばボタン設置階のみでご使用いただけます。　※2  非常用エレベーターのかご内には、非常時専用のかご内操作盤を設置します。（通常運転時は、
操作できません）　※3  FLOORNAVIをご採用された場合の「出勤時運転」ならびに「昼食時運転」は、通常の群管理システムの運転とは異なりますので、詳細
は弊社までお問い合わせください。　※4  のりば行先階登録装置設置階のみでご採用いただけます。　※5  連動するメーカーや機種などについては制約が
ありますので、ご計画の際に弊社までお問い合わせください。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

-

-

△

△

    △※2

    △※2

△

◎

◎

×

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

    △※1

    ◎※1

△

△

△

△

△

◎

◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

×

×

×

×

△

◎

◎

    △※4

    △※1

    △※1

    △※1

    △※1

    △※4セキュリティ連動
セキュリティシステム※5

◎ 基 本 仕 様 △ 有償付加仕様 ◎ 基 本 仕 様 △ 有償付加仕様FLOORNAVI仕様一覧表

建物に設置するセキュリティゲートやカードキー等のセキュリティシステムと連動
します。
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